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　今咲いている秋の花は、菊とノボタンです。菊はほ

とんど挿し木です。手入れをすれば根はつきます。冬

に咲くユリオプスデージー(黄色い花)が咲き始めてい

ます。この花は花期が長く６月まで楽しめます。

　さくら草の種をまいて育てています。冬を越して２

月には花を咲かせます。今、出番を待っているところ

です。プランターに植え、３段の棚に並べるとひとき

わ生えます。5月はバラです。花の色は白、黄色など5

色咲きます。バラも挿し木をして育てました。経費を

かけずに庭づくりを楽しむことは可能なことです。

　夏にはマンデビラが花をつけます。1年を通して花

のある庭作りに努めています。

　水やり、花がら摘み、追肥、草取りなど、庭仕事が

途切れることはありません。

　　　　　鈴木　春美さん(鴻巣・44歳)

KOGA
万華鏡

再生紙を使用しています。 環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

花づくりは挿し木・種から

マイ・ガーデニング
シャッターチャンス！

頑張れ四代目! 
　我が家のヒーロー

電球もお気に入り　亮介くん（2歳2カ月）

大橋　尚美さん（古河・25歳）

古
河
出
身
の
篆
刻
家

　
　
生
井
子
華
生
誕
100
周
年
展

　10月で2歳になった亮介です。亮介の日課

は、家中の電気製品のプラグをコンセントへ差

し込むこと。夏は扇風機、冬はヒーターがフル

回転で、電気料金はうなぎ上りです。

　掃除機は中でも一番のお気に入りで、ゴー

ゴー動かしてはニコニコしています。

　私の家は、夫で3代目となる電気工事店で

す。亮介の並外れた電気製品への好奇心に、じ

いじ・ばあば

は、「電気屋四

代目は間違いな

し！」と、ヘル

メットをかぶせ

たり、脚立に乗

せたりして喜ん

でいます。

　作業着を真っ

黒にして帰って

来るパパを見る

と、一目散に駆

け寄る我が子。

早く一緒に仕事

ができるといい

ね、亮介。将来

が楽しみな我が

家のヒーローで

す。
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古

河

出

身

の
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刻

家

生

井

子

華

（
1
9
0
4
〜
1
9
8
9
）
は
、
本
名
生
井

繁
、
字
は
茂
卿
、
別
号
に
は
五
石
瓠
室
、

浄
苑
が
あ
り
ま
す
。
当
初
は
家
業
の
印
章

業
を
継
い
で
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
書
・

篆
刻
に
目
が
向
き
26
歳
で
篆
刻
を
志
し
ま

す
。
そ
し
て
85
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
篆
刻

製
作
に
没
頭
し
ま

し
た
。
こ
の
度
は

生
誕
100
年
を
記
念

し
て
、
代
表
作
と

な
る
刻
印
を
展
示

の
中
心
と
し
な
が

ら
も
、
常
設
展
示

や
過
去
の
特
別
展

で
展
示
し
て
い
な

い
作
品
を
紹
介
す

べ
く
企
画
し
ま
し

た
。
　
生
井
は
初
め
関
野
香
雲
に
手
ほ
ど
き
を

受
け
、
28
歳
の
時
に
二
世
中
村
蘭
臺
の
門

を
叩
く
も
の
の
入
門
を
断
ら
れ
、
そ
の
紹

介
で
西
川
寧
（
当
時
30
歳
。
後
に
芸
術
院

会
員
と
な
る
。
篆
刻
美
術
館
で
平
成
14
年

に
特
別
展
示
を
開
催
）
に
師
事
し
ま
す
。

以
後
師
弟
の
関
係
は
60
年
近
く
続
き
ま
す

が
、
西
川
が
「
印
に
自
分
を
押
し
出
し
て

い
る
点
で
は
我
が
国
第
一
」
と
評
す
る
ま

で
に
な
り
ま
す
。
生
井
の
人
柄
で
す
が
、

一
徹
そ
し
て
剛
毅
峻
厳
で
あ
る
一
方
、
温

厚
篤
実
を
以
て
人
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

古
河
市
の
社
会
活
動
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
会
長
や
商
工
会
議
所
の
副
会
頭

を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

昭
和
16
年
、
「
游
刃
有
餘
地
」
を
出
品

し
た
第
11
回
泰
東
展
で
篆
刻
部
最
高
賞
を

受
賞
し
、
印
壇
に
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
古

典
の
風
格
が
あ
る

堂
々
と
し
た
作
で

す
。
日
展
で
は
昭
和

22

年

「

心

持

半

偈
」
、
昭
和
26
年

「
知
白
守
黒
」
に

よ
っ
て
特
選
を
受
賞

し
、
印
壇
で
確
固
た

る
地
歩
を
築
き
ま

す
。
昭
和
31
年
に
は
日
展
の
新
審
査
員
に

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
昭
和
30
年
代
に
な
る
と

古
河
に
て
石
鼓
印
社
を
結
成
主
宰
し
、
昭

和
46
年
か
ら
自
宅
に
て
稽
古
を
開
始
し
ま

す
。
昭
和
40
年
代
に
謙
慎
書
道
会
の
篆
刻

部
の
メ
ン
バ
ー
で
謙
慎
印
会
を
結
成
す
る

際
の
発
起
人
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

篆
刻
90
点
、
書
軸
8
点
、
書
扇
面
3

点
、
刻
字
3
点
、
そ
の
他
20
点
を
展
示
予

定
。

篆
刻
美
術
館
館
長
　
松
村
一
徳

刻字「永受嘉福」
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